
履修単位様式 
科目名 倫理・社会 英語科目名 Ethics and Social Studies 

開講年度・学期 平成 27年度・通年 対象学科・専攻・学年 3年機械工学科 

授業形態 講義 必修 or選択 必修 

単位数 2単位 単位種類 履修単位 

担当教員 神谷悠介 居室（もしくは所属）  

電話 0285-20-2100 E-mail tueno@oyama-ct.ac.jp 

 
授業の到達目標 
 

授業到達目標との対応 

小山高専の 
教育方針 

学習・教育到達
目標(JABEE) 

JABEE基準 

①私たちが今生きている社会の現状と問題点を説明できること。 ① D  

②倫理学の基礎概念を説明できること。 ① D  

③技術者・専門家の社会的責任を説明できること ① D  

    

各到達目標に対する達成度の具体的な評価方法 

上記 3点について、前期後期それぞれの中間試験と定期試験、および授業中の発問に対する口頭の解答および板書に
よる解答により総合的に評価し、60パーセント以上の成績で達成とする。 

評価方法 

前期後期それぞれの中間試験および定期試験 90％、授業中の発問に対する口頭の解答 10％ 

授業内容 

1）現代社会のしくみ：自立した個人と自由 ／ ギリシアの思想 
2）現代社会のしくみ：権利と法 ／ ギリシアの思想 
3）現代社会のしくみ：国家と戦争 ／ ギリシアの思想 
4）青年が生きることについて考える：日本の自殺について ／ 中国の思想 
5）青年が生きることについて考える：就職すること、働くこと ／ 中国の思想 
6）青年が生きることについて考える：他者とのコミュニケーション ／ インドの思想 
7）青年が生きることについて考える：青年期の問題  ／ 仏教の思想 
中間試験 
8）現代社会の様相：日本の社会階層 ／ ユダヤ教とキリスト教 
9）現代社会の様相：業績原理と属性原理 ／ ユダヤ教とキリスト教 
10）現代社会の様相：機会の平等と結果の平等 ／ ルネサンスの思想 
11）現代社会の様相：高齢化社会と福祉 1 日本の高齢化 ／ ルネサンスの思想 
12）現代社会の様相：高齢化社会と福祉 2 介護の担い手 ／ 近代合理性 
13）現代社会の様相：日本の少子化 少子化の現状 ／ 近代科学の誕生 
14）現代社会の様相：日本の少子化 未婚化・晩婚化の状況 ／ 近代科学の誕生 
定期試験 
15）人間の合理性と社会秩序：ゲーム理論 
16）人間の合理性と社会秩序：アクセルロッドのしっぺ返し戦略 
17）人間の合理性と社会秩序：信頼と責任 
18）ジェンダー：男性と女性の違い 
19）ジェンダー：性別役割分業 
20）専門職の倫理：プロフェッショナルの責任 
21）専門職の倫理：リスクと不確実性 
中間試験 
22）科学技術の倫理：科学技術の発展と問題 
23）科学技術の倫理：トランスサイエンス 
24）科学技術の倫理：科学技術コミュニケーション 
25）環境倫理：自然環境問題と資源問題 
26）環境倫理：進歩主義の問題 
27）生命倫理：脳死と臓器移植 
28）生命倫理：生殖医療と優生学 
定期試験 

キーワード 現代社会、合理性、自由と責任、応用倫理学 

  

参考書 必要に応じて授業中に適宜紹介する 

カリキュラム中の位置づけ 

前年度までの関連科目 政治・経済 

現学年の関連科目 国語・歴史 

次年度以降の関連科目 哲学・歴史学・人間と科学Ⅰ／Ⅱ 

連絡事項 

シラバスの内容に変更があった場合には受講者に対して速やかに口頭で説明する 

シラバス作成年月日 2015年 3月 13日 

 


